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重力崩壊型の supernovaでは shock waveが progenitorの中を伝搬し、これが表面にまで達すると ultraviolet/
X-ray burstを起こす。このとき表面近くの opacityが小さいところでは radiationが非常に重要な役割を果たす。
shock frontの前にある gasが radiationによる加熱や加速を受け、shock waveを弱める作用が働くのである。こ
の様子を詳しく調べるため、我々はmulti-frequency radiaton hydrodynamics codeを用いて数値シュミレーショ
ンを行なった。その結果について報告する。
また、最近 Pacynskiらによって gamma-ray burstのmodelとしてHypernovaなるmodelが提案されている。
これは supernovaをはるかに越える爆発エネルギー (E ∼ 1054erg) をもつmodelである。この可能性を調べるた
め、我々は上と同様の codeを用いてHypernovaの初期段階での数値シュミレーションを行なった。その結果を
報告し、gamma-ray burstのmodelについて議論する。


